
研
究
ノ
ー
ト

　
　
　
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
華
僑
社
会
構
造
の
発
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
　
田
　
　
直
　
　
作

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
中
華
総
商
会
の
籾
別
制
＝
「
新
嘉
城
中
著
商
務
総
会
」
創
立
時
（
一
九
〇
六
）
の
役
員
数
は
、
福
建
帑
一
六
名
、

広
東
帑
二
四
名
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
い
た
が
、
事
実
上
両
帑
の
み
に
と
ど
ま
る
も
の
で
な
く
、
さ
ら
に
潮
州
帑
・
海
南

　
（
珍
）
帑
・
客
家
帑
等
に
細
分
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
予
測
に
か
た
く
な
い
。

　
今
、
そ
れ
を
一
九
一
九
年
公
表
の
「
新
嘉
城
中
華
総
商
会
已
未
年
（
一
九
一
九
）
徴
信
録
」
に
よ
る
と
、
各
帑
は
次
の
通
り
に
構

成
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
帑
別
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
名
舗
号
数
　
　
　
　
会
員
数

　
　
福
建
帑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
八
　
　
　
　
　
一
五
二

　
　
広
　
帑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
　
　
　
　
　
四
四

　
　
潮
　
帑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一
　
　
　
　
　
　
　
五
八

　
　
　
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
華
僑
社
会
構
造
の
発
展
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涼
（
海
南
）
帑
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
　
　
　
二
七

　
　
嘉
（
嘉
応
州
客
家
）
帑
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一

　
　
塘
（
大
浦
客
家
）
帑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

　
　
ク
ア
ラ
ル
プ
ー
ル
分
号
　
　
　
　
　
　
一
六

　
　
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
州
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
ペ
ラ
州
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
マ
Ｌ
フ
ッ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
ス
レ
ン
バ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
サ
ラ
ワ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
　
　
　
　
　
　
二
七

　
右
に
よ
れ
ば
、
店
舗
数
と
個
人
会
員
数
に
お
い
て
は
、
第
一
位
福
建
帑
・
第
二
位
潮
帑
・
第
三
位
広
帑
・
第
四
位
海
南
帑
・
第
五

位
嘉
（
嘉
応
州
）
帑
、
第
六
位
埔
帑
（
大
埔
集
）
帑
の
順
位
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
本
拠
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
く
も
の
は
、
ク

ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
が
最
高
位
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
広
東
帑
の
細
分
化
に
よ
っ
て
海
上
商
人
型
の
福
建
帑
が
開
港
都
市

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
、
初
期
の
広
帑
進
出
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
福
建
帑
が
漸
次
優
位
を
占
め
て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

る
。

　
福
建
帑
の
う
ち
に
は
、
ゴ
ム
王
と
し
て
、
ま
た
抗
日
救
国
運
動
の
指
導
者
の
「
謙
益
号
」
陳
嘉
庚
有
限
公
司
主
の
陳
嘉
庚
（
同
安

県
、
一
七
八
回
－
｜
二
九
六
一
）
、
そ
の
信
和
豊
輸
船
公
司
の
林
乗
祥
（
龍
渓
県
、
一
八
七
三
ー
一
一
九
四
四
）
等
の
領
袖
達
の
名
も
み
い
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だ
さ
れ
る
。
潮
帑
に
は
、
王
成
号
本
荘
主
の
撒
緋
ぶ
ぺ
（
潮
安
県
）
、
四
海
通
銀
行
・
順
直
答
他
邦
・
再
和
茂
の
矢
所
胆
（
澄
海
県
）
等

の
「
韓
紅
系
」
の
領
袖
が
名
を
列
ね
て
い
る
。

　
広
帑
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
開
港
の
際
に
、
大
き
な
役
割
を
果
し
た
曹
亜
志
（
台
山
県
）
が
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
員
の
ラ
ッ
フ

ル
ズ
と
協
力
し
た
事
例
が
あ
る
が
、
前
号
に
述
べ
た
ご
と
く
二
十
世
紀
に
は
い
る
と
停
滞
的
と
な
り
、
著
名
の
商
号
、
領
袖
を
み
い

だ
し
が
た
い
。
つ
い
で
、
海
南
帑
に
つ
い
て
も
、
経
済
的
に
低
位
を
反
映
し
て
か
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　
第
五
位
の
嘉
（
嘉
応
州
）
帑
と
、
第
六
位
の
埔
（
大
埔
県
）
は
何
れ
も
客
家
帑
で
あ
る
が
、
第
六
位
の
埔
帑
の
会
員
の
う
ち
に
は
、

藍
晋
臣
・
藍
森
堂
・
藍
鏡
清
の
ご
と
く
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
当
舗
（
質
屋
）
業
を
ほ
と
ん
ど
独
占
し
て
い
た
藍
氏
一
族
の
名
が
み
い

だ
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
そ
の
二
年
後
の
一
九
二
一
年
度
の
「
新
吾
坡
中
華
総
商
会
民
国
十
・
十
一
両
第
十
三
届
職
員
表
」
に
よ
る
と
、
会
董
数

は
計
三
八
名
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
訳
は
次
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
福
建
帑
　
　
　
　
一
五
名
　
　
　
　
潮
州
帑
　
　
　
　
一
一
名

　
　
広
　
帑
　
　
　
　
　
六
名
　
　
　
　
嘉
　
帑
　
　
　
　
　
二
名

　
　
埔
　
帑
　
　
　
　
　
一
名
　
　
　
　
海
南
帑
　
　
　
　
　
二
名

　
会
長
は
潮
州
帑
の
「
林
義
順
」
（
通
美
行
・
ゴ
ム
・
土
産
・
家
屋
土
地
業
）
、
副
会
長
は
林
推
遷
（
海
澄
県
、
瑞
豊
盛
号
、
錫
・
汽
船
・
ゴ

ム
・
南
洋
土
産
・
家
屋
土
地
業
）
で
あ
っ
て
、
海
上
商
人
型
の
福
建
帑
と
潮
州
帑
の
支
配
的
地
位
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
。

　
右
の
う
ち
、
潮
州
帑
に
つ
い
て
の
内
容
は
、
す
べ
て
韓
紅
系
（
潮
安
・
澄
海
・
饒
平
の
三
県
）
で
あ
っ
て
、
榕
江
系
（
潮
陽
・
掲
陽
・

普
甯
の
三
県
）
は
一
名
も
み
い
だ
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
当
初
の
潮
州
帑
は
韓
江
系
の
み
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
後
年
に
は
同
帑
内
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に
後
述
の
で
ご
と
く
の
勢
力
の
交
代
が
み
ら
れ
る
。
次
に
、
広
帑
に
つ
い
て
は
、
職
人
的
色
彩
の
つ
よ
い
四
邑
系
（
開
平
・
恩
平
・
新

開
・
白
山
の
四
県
）
が
四
名
で
、
広
州
市
に
近
接
す
る
商
人
的
な
三
邑
（
南
海
・
舌
禍
・
順
徳
の
三
県
）
系
の
南
海
県
人
が
二
名
と
な
っ

て
い
る
。
海
南
帑
に
つ
い
て
は
、
タ
イ
国
の
場
合
の
ご
と
く
文
昌
県
出
身
者
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
の
に
対
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
場
合
は
文
昌
県
の
南
方
の
萬
泉
河
河
口
の
楽
会
県
人
二
名
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
的
な
集
団
的
分
散
性
が
観
取
さ
れ
る
。

　
会
董
数
に
比
例
し
て
、
各
帑
の
経
済
的
勢
力
も
優
位
を
占
め
る
。
そ
の
一
棍
拠
と
し
て
、
前
掲
一
九
一
九
年
度
の
徴
信
録
に
よ
る

と
、
各
帑
か
ら
総
商
会
へ
の
会
費
納
入
額
に
つ
い
て
み
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
１
、
福
帑
会
員
舗
号
年
損
計
一
三
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
計
銀
　
一
、
六
五
六
元

　
　
　
　
福
帑
会
員
人
名
年
損
計
一
五
二
名
　
　
　
　
　
　
　
　
計
銀
　
　
　
九
一
二
元

　
　
２
、
広
帑
会
員
人
名
舗
号
年
損
計
三
六
号
　
　
　
　
　
　
　
計
銀
　
　
　
四
三
二
元

　
　
　
　
広
帑
会
員
人
名
年
損
計
四
四
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
銀
　
　
　
二
六
四
元

　
　
３
、
潮
帑
会
員
舗
号
年
損
計
一
五
一
号
　
　
　
　
　
　
　
　
計
銀
　
一
、
ハ
一
二
元

　
　
　
　
潮
帑
会
員
人
名
年
損
計
五
八
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
銀
　
　
　
三
四
八
元

　
　
４
、
涼
（
海
南
）
帑
会
員
舗
号
年
損
計
二
三
号
　
　
　
　
　
計
銀
　
　
　
二
六
六
元

　
　
　
　
珍
帑
会
員
人
名
年
損
計
二
七
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
銀
　
　
　
一
七
二
元

　
　
５
、
嘉
（
嘉
応
州
客
家
）
帑
会
員
舗
号
年
損
計
一
四
号
　
　
計
銀
　
　
　
一
六
八
元

　
　
　
　
嘉
帑
会
員
人
名
年
損
計
一
一
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
銀
　
　
　
　
六
六
元

　
　
６
、
埔
帑
会
員
舗
号
年
損
計
五
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
銀
　
　
　
　
六
〇
元
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埔
帑
会
員
人
名
年
損
計
一
〇
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
銀
　
　
　
　
六
〇
元

　
　
７
、
外
埠
会
員
舗
年
損
計
一
六
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
銀
　
　
　
一
九
二
元

　
　
　
　
外
埠
会
員
人
名
年
損
計
二
七
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
銀
　
　
　
一
六
二
元

　
　
８
、
外
埠
会
員
人
名
補
結
成
午
年
損
計
五
名
　
　
　
　
　
　
計
銀
　
　
　
　
三
〇
元

　
　
９
、
外
埠
会
員
人
名
補
結
丁
已
年
損
計
四
名
　
　
　
　
　
　
計
銀
　
　
　
　
二
四
元

　
　
1
0
、
外
埠
会
員
人
名
補
給
両
辰
年
損
計
二
名
　
　
　
　
　
　
計
銀
　
　
　
　
一
二
元

　
　
1
1
、
各
帑
新
入
会
員
楽
損
計
三
七
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
銀
　
一
、
一
一
〇
元

　
　
1
2
、
利
息
収
財
政
所
除
貼
四
海
通
外
実
　
　
　
　
　
　
　
　
計
銀
二
二
、
〇
七
九
元
六
角
七
占

　
　
1
3
、
利
息
収
内
国
公
債
票
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
銀
　
　
　
四
一
二
元
○
五
占

　
　
1
4
、
利
息
収
英
国
軍
債
票
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
銀
　
　
　
四
六
六
元
四
角
八
占

　
　
以
上
進
欸
計
二
一
条
合
共
来
大
銀
三
〇
、
七
〇
四
元
二
角

　
右
の
収
入
金
の
う
ち
、
福
帑
計
二
、
五
六
二
元
、
潮
帑
計
二
、
一
六
〇
元
、
広
帑
計
六
九
六
元
、
踪
帑
計
四
三
八
元
、
嘉
叛
計
二

三
四
元
、
埔
精
計
一
二
〇
元
の
順
位
と
な
っ
て
若
柳
の
経
済
的
勢
力
を
反
映
せ
し
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
最
大
の
収
入
項
目
は
収
入

利
息
項
目
で
あ
っ
て
、
二
二
、
〇
七
〇
元
余
に
達
す
る
。
基
本
財
産
と
し
て
の
預
金
（
存
款
）
二
六
八
、
六
三
七
元
九
角
五
占
を
保

有
し
て
い
た
か
ら
、
そ
の
利
息
に
相
当
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
支
出
項
目
の
主
な
も
の
は
、

　
１
、
屋
租
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
銀
　
二
、
九
二
五
元
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２
、
白
米
、
野
菜
等
の
食
料
品
　
　
　
　
　
　
　
計
銀
　
二
、
五
一
三
元

　
３
、
木
炭
・
茶
・
タ
バ
コ
・
土
油
等
件
　
　
　
　
計
銀
　
　
　
八
三
七
元
二
角
一
占

　
４
、
用
紙
・
筆
墨
・
国
旗
等
件
　
　
　
　
　
　
　
計
銀
　
　
　
七
一
五
元
一
角
四
占

　
５
、
電
気
・
水
道
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
銀
　
　
　
二
七
五
元
二
角

　
６
、
慶
弔
聊
軸
等
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
銀
　
　
　
四
六
〇
元

　
７
、
保
良
局
援
助
（
死
体
処
理
費
等
）
　
　
　
　
計
銀
　
　
　
四
二
〇
元

　
８
、
徴
信
録
印
刷
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
銀
　
　
　
四
〇
五
元

　
９
、
諸
雑
費
・
労
銀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
銀
　
一
、
八
二
三
元
六
角

　
1
0
、
事
務
員
給
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
銀
　
六
、
二
二
三
元

　
等
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
電
報
・
電
話
・
印
紙
・
広
告
・
弁
護
士
手
当
・
酒
席
費
・
新
聞
代
等
で
あ
っ
て
、
以
上
支
出
合
計
銀
一

七
、
八
六
二
元
で
あ
っ
て
、
収
入
か
ら
控
除
し
て
、
残
額
は
計
銀
一
二
、
八
四
二
元
二
角
で
あ
っ
て
、
当
時
の
総
商
会
は
す
で
に
財

政
的
に
は
余
裕
が
み
ら
れ
た
。

　
な
お
、
総
商
会
の
収
入
は
、
会
員
の
定
額
会
費
以
外
に
、
総
商
会
建
設
基
金
と
し
て
の
寄
附
金
（
損
款
）
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
一
九
〇
六
年
度
　
銀
　
　
七
、
四
四
〇
元
　
　
　
　
一
九
〇
七
年
度
　
銀
　
一
九
、
三
五
五
元

　
一
九
〇
八
年
度
　
銀
　
一
五
、
四
六
七
元
　
　
　
　
一
九
〇
九
年
度
　
銀
　
一
〇
、
三
八
八
元

　
一
九
一
〇
年
度
　
銀
　
　
六
、
六
五
二
元
　
　
　
　
一
九
一
一
年
度
　
銀
　
一
六
、
七
二
五
元

　
一
九
回
一
年
度
　
銀
　
　
一
、
〇
三
〇
元
　
　
　
　
一
九
一
三
年
度
　
銀
　
　
　
　
四
〇
五
元
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二
九
一
四
年
度
　
銀
　
　
二
、
二
一
○
元
　
　
　
　
一
九
一
五
年
度
　
銀
　
　
五
、
五
一
三
元

　
一
九
一
六
年
度
　
銀
　
　
二
、
二
〇
〇
元
　
　
　
　
一
九
一
七
年
度
　
銀
　
　
三
、
一
〇
〇
元

　
一
九
一
八
年
度
　
銀
　
　
一
、
八
〇
〇
元

　
そ
の
寄
附
者
名
と
金
額
が
正
確
に
徴
信
録
に
明
ら
か
に
さ
れ
、
会
董
・
会
員
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
華
僑
社
会
は
地
方
別
の
各
聊
に
わ
か
れ
、
既
述
の
通
り
の
各
聊
か
成
立
し
て
い
た
が
、
大
埔
県
は
潮
州
に
所
属
し
て
い
た
が
、
客

家
で
あ
る
た
め
、
潮
聊
か
ら
離
れ
て
、
埔
聊
と
し
て
一
司
を
形
成
し
、
嘉
（
嘉
応
州
）
聊
は
そ
の
首
都
の
梅
県
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て

抑
留
と
改
称
さ
れ
て
い
た
。
一
九
三
四
年
か
ら
は
揚
子
江
下
流
域
の
三
江
（
江
蘇
・
浙
江
・
江
西
・
安
徴
）
聊
、
い
わ
ゆ
る
上
海
資
本

と
も
い
う
べ
き
折
折
と
、
さ
ら
に
「
業
聊
」
と
し
て
の
「
商
業
団
体
」
の
出
現
を
み
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

　
総
商
会
は
一
九
〇
六
年
三
月
十
五
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
総
領
事
張
弼
士
の
主
宰
の
も
と
に
商
務
総
会
と
し
て
同
済
医
院
の
背
面
の

議
事
庁
を
借
り
て
成
立
し
た
が
、
同
年
三
月
二
十
七
日
ヒ
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
（
脇
指
）
四
号
に
借
地
し
て
会
址
と
し
た
。
最
初
の
正

副
総
理
は
、
福
聊
の
長
寿
珍
（
正
総
理
こ
と
潮
聊
の
陳
雲
秋
（
副
総
理
）
で
あ
っ
て
、
福
建
聊
と
広
東
聊
（
広
義
の
）
の
領
袖
一
年
交

代
制
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
各
聊
協
同
で
創
立
さ
れ
た
商
務
総
会
開
設
草
々
、
一
九
〇
六
年
九
月
に
は
、
福
建
と
潮
州
両
聊
の
労
働
者
達
の
械
闘
の
発

生
を
心
7
1
1
1
。
地
方
的
な
郷
聊
、
こ
と
に
福
建
省
南
部
の
泉
州
・
淳
州
、
広
東
省
の
潮
州
と
恵
州
・
嘉
応
州
出
身
の
客
家
聊
の
十
九
世

紀
後
半
に
お
け
る
錫
鉱
区
を
め
ぐ
る
械
闘
は
、
秘
密
結
社
的
な
公
司
組
織
を
も
っ
て
法
的
秩
序
の
未
確
立
の
際
で
も
あ
っ
て
、
は
げ

し
く
展
開
さ
れ
た
。
一
八
九
二
年
社
団
登
記
条
例
が
公
布
さ
れ
て
か
ら
、
漸
次
秩
序
の
恢
復
を
み
て
き
た
。
錫
鉱
区
に
お
い
て
も
っ

と
も
は
げ
し
く
展
開
さ
れ
た
が
、
そ
の
他
の
勢
力
分
野
の
画
定
に
際
し
て
、
な
お
依
然
と
し
て
伝
統
的
な
秘
密
結
社
組
織
の
旧
体
制
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が
、
そ
の
後
の
今
日
の
マ
ラ
ヤ
の
共
産
党
の
ご
と
き
革
命
団
体
と
も
か
ら
み
あ
い
な
が
ら
、
発
展
を
み
て
き
て
い
る
点
に
、
旧
套
的

華
僑
社
会
の
コ
ー
ス
の
容
易
に
橋
杭
さ
れ
え
な
い
も
の
が
払
犯
。

　
以
下
、
太
平
洋
戦
争
直
前
の
華
僑
社
会
の
基
磐
を
構
成
し
て
い
た
郷
精
・
業
偕
・
工
会
・
儒
生
公
会
に
つ
い
て
、
星
州
日
報
刊
行

の
「
星
州
十
年
」
所
載
の
も
の
を
参
考
に
し
て
解
説
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
華
僑
社
会
の
う
ち
、
も
っ
と
も
勢
力
の
誤
写
な
も
の
は
各
郷
精
の
「
会
館
」
で
あ
っ
て
、
同
郷
の
感
情
と
慣
習
行
事
を
連
絡
し
、

仲
間
的
生
活
に
必
要
な
学
校
・
医
院
等
を
経
営
し
、
死
亡
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
墓
地
を
設
け
て
そ
の
最
後
ま
で
遺
憾
な
が
ら
し
め

生
死
を
と
も
に
す
る
慣
行
こ
言
語
の
共
通
す
る
共
同
体
的
集
団
と
み
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
最
初
に
ふ
み
い
っ
た

広
東
人
の
曹
亜
志
も
姓
氏
団
体
と
し
て
の
「
曹
家
館
」
の
ほ
か
に
、
台
山
県
出
身
者
と
し
て
の
「
寧
陽
会
館
」
を
設
置
し
て
い
た
。

　
印
「
福
建
会
館
」
＝
だ
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
僑
人
口
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
を
形
成
す
る
の
は
厦
門
局
辺
の
南
部
福
建
人
の
集
団

で
あ
る
だ
け
あ
っ
て
、
多
く
の
会
館
の
林
立
す
る
う
ち
で
「
福
建
会
館
」
が
も
っ
と
も
有
力
な
会
館
に
属
す
る
。
「
星
州
十
年
」
の

記
事
の
う
ち
に
は
福
建
会
館
の
創
立
は
、
テ
ロ
ー
ア
イ
エ
ル
街
（
直
落
亜
逸
街
）
に
道
光
二
〇
年
（
一
八
四
〇
年
）
に
天
揚
言
を
建
立

し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
。
（
同
書
、
第
九
三
八
頁
）
。
だ
が
、
天
福
宮
の
入
っ
て
右
側
の
碑
記
に
は
天
福
官
建
立
の
年
月
を

「
道
光
三
〇
年
歳
次
庚
筏
葛
月
吉
日
」
と
あ
っ
て
、
一
八
五
〇
年
に
該
当
す
る
。

　
何
れ
に
も
せ
よ
、
海
上
商
人
の
尊
崇
す
る
天
后
聖
母
を
中
央
の
主
神
と
し
て
、
海
上
航
海
の
安
全
を
祈
り
、
東
堂
に
は
商
業
神
と

し
て
の
「
関
聖
帝
君
」
、
西
党
に
は
長
寿
神
と
し
て
の
「
保
生
大
帝
」
、
寝
党
（
背
後
）
に
は
子
孫
繁
栄
の
「
観
音
大
士
」
を
祭
り
、
他

の
多
く
の
会
館
と
共
通
す
る
混
成
宗
教
と
し
て
の
実
体
を
具
備
し
て
い
る
。
そ
し
て
福
建
会
館
議
事
の
場
所
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
。

　
海
岸
に
接
す
る
シ
エ
ン
ト
ン
・
ウ
エ
イ
に
は
国
家
銀
行
・
諸
外
国
銀
行
・
華
僑
系
諸
銀
行
の
高
層
ビ
ル
の
つ
ら
な
る
近
代
的
設
備
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と
し
て
み
ら
れ
る
が
、
一
筋
北
側
に
は
い
っ
た
海
岸
に
近
い
福
建
留
の
集
中
す
る
テ
ロ
ア
イ
エ
ル
街
は
、
旧
套
的
な
古
い
チ
ャ
イ
ナ

・
タ
ウ
ン
の
典
型
で
あ
り
、
新
旧
相
接
す
る
こ
れ
よ
り
甚
だ
し
い
と
こ
ろ
は
な
い
。
天
福
宮
も
創
建
後
、
百
余
年
を
へ
て
破
朽
の
程

度
は
著
し
い
。
マ
ラ
ッ
カ
に
も
天
福
宮
が
あ
っ
て
、
福
建
会
館
に
所
属
し
、
仏
教
的
に
は
少
林
寺
と
同
様
曹
洞
宗
系
で
あ
る
。

　
筆
頭
大
荒
事
は
「
陳
篤
生
」
（
福
建
・
海
澄
県
、
一
七
九
八
年
マ
ラ
ッ
カ
生
、
一
八
五
〇
年
没
）
=
T
a
T
O
Q
k
o
e
n
g
で
あ
っ
て
、
蔬

葉
・
生
葉
・
鶏
鳴
の
販
売
を
業
と
し
、
陳
篤
生
行
を
経
営
し
て
い
心
付
、
一
八
四
五
年
に
は
「
陳
篤
生
医
院
」
を
創
立
し
、
太
平
局

員
=
？
ｓ
ｔ
尽
ｅ
ｏ
ｆ
　
ｐ
ｅ
ｐ
Ｑ
Ｑ
　
（
治
安
別
事
）
の
地
位
が
与
え
ら
れ
た
。
同
医
院
は
篤
生
の
長
子
の
「
陳
金
声
」
‥
Ｈ
T
a
n

K
i
m
C
r
兵

　
（
福
建
海
澄
県
、
一
八
二
九
年
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
生
、
一
八
九
一
年
没
）
が
福
建
会
館
の
最
初
の
主
席
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
彼
は
陳
篤
生
行
を
弟

と
合
資
で
「
陳
金
鎖
兄
弟
公
司
」
に
改
組
し
、
瑞
林
退
出
後
「
金
鎖
公
司
」
と
し
て
、
サ
イ
ゴ
ン
・
バ
ン
コ
ク
方
面
に
も
精
米
廠
を

も
つ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
最
大
の
米
商
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
タ
ン
ジ
ョ
ン
・
パ
ガ
ー
船
渠
公
司
を
も
創
設
し
た
。
社
会
的
に
は
一
八
七

二
年
の
福
留
・
潮
留
の
械
闘
を
調
停
し
、
一
八
七
六
年
に
は
陳
民
宗
祠
と
し
て
の
「
保
赤
宮
」
を
新
建
し
た
。
彼
の
あ
と
は
孫
の
陳

武
烈
等
が
つ
い
で
い
っ
た
。

　
福
建
会
館
と
大
姓
と
し
て
の
陳
氏
の
姓
氏
団
体
と
の
関
係
の
深
い
こ
と
は
、
ペ
ナ
ン
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
・
ラ
ン
グ
ー
ン
の
福

建
公
司
の
例
と
か
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

　
　
「
新
嘉
坡
福
建
会
館
会
員
録
」
（
一
九
六
四
年
度
）
に
よ
る
と
、
総
会
員
数
二
、
五
四
三
名
の
う
ち
、
陳
姓
が
最
高
の
会
員
数
を
も

つ
「
大
姓
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
数
は
四
〇
四
名
で
あ
っ
て
、
総
会
員
数
の
一
五
・
九
％
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
ぐ
も
の
は
「
林
」

姓
の
二
四
六
名
、
「
黄
」
姓
一
九
〇
名
、
「
王
」
姓
の
一
五
三
名
等
の
順
で
あ
っ
て
、
「
小
姓
」
か
ら
は
有
力
な
領
袖
は
み
い
だ
さ
れ

な
い
。
「
郷
留
」
と
「
姓
氏
団
体
」
の
結
び
つ
き
に
は
緊
密
な
も
の
が
、
な
お
残
存
し
て
い
る
。
革
命
前
の
中
国
に
同
姓
村
落
が
普
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シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
華
僑
社
会
構
造
の
発
展

遍
的
に
存
在
し
た
こ
と
に
も
と
づ
く
も
の
と
み
ら
れ
る
。
何
れ
に
も
せ
よ
、
郷
特
別
の
会
館
は
単
な
る
利
益
的
団
体
で
は
な
く
、
生

死
を
と
も
に
す
る
共
同
体
制
の
根
づ
よ
い
人
的
集
団
社
会
団
体
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
福
建
会
館
の
前
面
に
は
、
愛
同
学
校
と
崇
福
女
学
校
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
講
党
に
は
厦
門
の
風
景
と
陳
嘉
庚
=

T
a
n
K
a
h

K
e
e
（
福
建
同
安
県
人
、
詰
Ｚ
Ｉ
１
９
６
１
’
謙
益
行
、
陳
嘉
庚
有
限
公
司
）
の
大
き
な
影
像
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
陳
嘉
庚
は
郷

里
の
集
美
村
・
厦
門
に
も
幼
稚
園
か
ら
小
中
学
校
、
厦
門
大
学
、
水
産
学
校
等
の
教
育
事
業
に
彼
は
ほ
と
ん
ど
全
財
産
を
投
じ
、
一

九
三
四
年
倒
産
し
て
、
ゴ
ム
王
の
地
位
を
女
婿
の
李
光
前
―
　
L
e
e

K
o
n
g
c
に
日
毎
建
、
南
安
県
人
、
１
８
９
３
-
１
９
７
１
’
厦
門
生
、
南
益

樹
膠
有
限
公
司
・
南
益
黄
利
廠
業
経
営
）
に
ゆ
ず
り
、
一
九
六
一
年
八
月
十
二
日
中
華
人
民
共
和
国
の
常
務
委
員
と
し
て
北
京
で
逝
去

し
た
。
北
京
の
プ
ロ
文
革
の
際
、
彼
の
像
は
紅
衛
兵
に
よ
っ
て
う
ち
こ
わ
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
彼
に
は
自
叙
伝
と
し
て
の
「
南
僑
回
憶
録
」
上
下
両
冊
（
中
華
民
国
三
十
五
年
三
月
再
版
、
南
洋
印
刷
社
出
版
）
が
あ
っ
て
、
豪
侠
の

徒
と
も
い
う
べ
き
華
僑
資
本
家
の
企
業
家
精
神
を
知
る
に
は
最
適
の
著
書
と
し
て
推
薦
さ
れ
え
よ
う
。

　
彼
の
族
弟
の
陳
六
使
＝
Ｔ
～
ｒ
Ｑ
冷
∽
Ｍ
ｅ
（
福
建
、
同
安
県
人
、
Ｓ
呂
1
１
９
７
２
’
益
和
樹
膠
廠
経
営
）
も
、
同
様
豪
侠
の
徒
で
あ
っ
て
、

Ｔ
九
六
三
年
の
対
日
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
領
導
し
た
。
彼
は
兄
と
同
様
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
単
文
教
育
の
「
南
洋
大
学
」
の
設
立
を
主
唱

し
、
五
〇
〇
万
ド
ル
の
寄
附
の
ほ
か
、
福
建
会
館
の
五
〇
〇
エ
ー
カ
ー
の
土
地
を
も
校
注
と
し
て
寄
附
し
、
一
九
五
八
年
そ
の
完
成

を
み
る
に
い
た
ら
し
め
た
。

　
彼
の
甥
と
い
わ
れ
る
、
陳
共
存
＝
T
a
n

K
e
o
n
g
c
n
o
o
n
（
福
建
、
同
安
県
、
本
年
五
八
才
、
大
鋼
鉄
廠
有
限
公
司
荒
事
経
理
業
）
は
、

現
在
の
新
嘉
坡
中
華
総
商
会
の
会
長
で
あ
る
。
陳
氏
の
一
族
は
福
建
会
館
の
み
な
ら
ず
、
新
嘉
坡
中
華
総
商
会
の
領
袖
と
し
て
も
歴

代
支
配
的
地
位
を
占
め
て
き
て
い
た
。
金
融
界
の
筆
頭
の
華
僑
銀
行
・
大
旱
銀
行
の
み
な
ら
ず
、
ゴ
ム
・
海
運
・
造
船
・
米
業
・
貿

－92－



易
方
面
に
有
力
な
地
盤
を
擁
し
て
い
る
。

　
な
お
、
福
建
会
館
に
は
、
他
の
郷
偕
と
も
共
通
し
て
同
郷
人
の
た
め
の
恒
山
亭
・
珈
琲
山
境
地
等
墓
地
を
も
運
営
し
、
養
生
送
死

に
遺
憾
な
か
ら
し
め
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
市
中
に
は
多
く
の
土
地
不
動
産
の
屋
業
を
保
有
し
て
会
館
の
恵
ま
れ
た
財
政
は
、
多
く

は
社
会
的
公
共
事
業
に
支
出
さ
れ
て
い
る
。
教
育
面
で
は
、
小
中
学
の
ほ
か
、
南
洋
大
学
に
巨
額
の
資
金
を
支
出
し
、
政
治
的
に
は

与
党
の
人
民
行
動
党
と
対
立
し
て
い
た
左
翼
系
の
社
会
主
義
戦
線
=
　
B
a
r
i
s
a
n

S
o
s
i
a
l
i
s
に
も
、
援
助
資
金
を
だ
し
、
当
時
の
会
長

陳
六
使
は
一
時
市
民
権
す
ら
剥
奪
さ
れ
さ
え
し
た
。

　
一
九
六
三
年
の
陳
六
使
の
指
揮
し
た
対
日
血
債
五
、
〇
〇
〇
万
ド
ル
要
求
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
も
こ
の
よ
う
な
資
金
逼
迫
の
経
過

の
う
ち
に
遂
行
さ
れ
た
。

　
福
建
人
の
集
中
す
る
テ
ロ
ア
イ
エ
ル
街
・
福
建
街
等
が
旧
套
然
た
る
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
還
境
を
な
お
保
守
す
る
以
外
に
、
そ
の

行
動
方
式
も
本
国
民
間
社
会
の
伝
統
的
な
反
官
の
気
風
を
踏
襲
し
、
現
地
出
生
の
儒
生
達
が
、
中
国
語
を
解
せ
ず
、
中
国
的
色
彩
の

稀
薄
化
し
ゆ
く
こ
と
に
、
慨
嘆
し
た
伝
統
的
な
豪
侠
の
気
分
を
こ
と
さ
ら
に
誇
示
し
て
み
せ
た
傾
向
か
つ
よ
く
観
取
さ
え
さ
れ
え

た
。
そ
の
中
心
人
物
は
日
中
戦
争
当
時
、
南
洋
華
僑
籌
賑
総
会
の
会
長
と
し
て
、
抗
日
救
国
運
動
を
展
開
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
華

僑
義
勇
軍
を
組
織
す
る
以
外
に
、
故
郷
に
厦
門
大
学
以
下
水
産
・
中
小
学
校
・
幼
稚
園
に
い
た
る
ま
で
の
教
育
施
設
を
建
設
し
た
前

述
の
陳
嘉
庚
（
時
の
福
建
会
舘
理
事
長
・
福
建
系
怡
和
軒
倶
本
部
荒
事
長
）
と
、
そ
の
族
弟
の
陳
六
使
で
あ
っ
た
。
彼
も
族
兄
の
あ
と
を
踏

襲
し
、
マ
レ
イ
シ
ア
の
ラ
ー
マ
ン
内
閣
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
李
光
耀
内
閣
と
も
対
立
す
る
反
官
の
圧
力
的
傾
向
か
つ
よ
か
っ
た
が
、

一
九
七
二
年
彼
の
亡
き
あ
と
新
嘉
坡
中
華
総
商
会
の
会
長
と
な
っ
た
陳
共
存
＝
Ｔ
呂
｝
｛
ｅ
ｏ
ｎ
叫
Ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｎ
ｇ
｡
　
　
ｏ
ｒ
　
　
Ｋ
.
　
Ｃ
.
Ｔ
呂
は
、

陳
嘉
庚
の
第
二
妻
の
第
八
子
と
も
伝
え
ら
れ
る
が
、
平
和
的
な
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
市
民
と
し
て
み
か
け
ら
れ
、
豪
侠
の
気
風
は
漸
次
薄
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ら
い
で
き
て
い
る
。

　
㈲
「
潮
州
八
邑
会
館
」
＝
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
郷
折
の
う
ち
、
第
二
位
は
潮
折
で
あ
り
、
タ
ン
ク
・
ロ
ー
ド
に
「
潮
州
八
邑
会
館
」

‥
＝
Ｔ
り
ｏ
Ｃ
ｒ
ｅ
W
P
o
i
tI
p
H
u
a
y
K
w
a
n
.
（
別
称
義
安
公
司
）
が
あ
る
。
潮
州
が
晋
代
に
「
義
安
郡
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
祭
廟
は
な
お
「
義
安
公
司
」
＝
ツ
却
e
e
A
n
n

K
o
n
g
s
i
と
称
せ
ら
れ
、
チ
ャ
ー
チ
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
古
廟
と
し
て
残
存
し

て
い
る
。
潮
州
ハ
邑
は
、
海
陽
（
民
国
三
年
潮
安
と
改
称
し
た
。
）
澄
海
・
饒
平
・
潮
陽
・
普
寧
・
掲
陽
・
恵
来
・
南
淡
で
あ
っ
て
、
潮

州
府
に
は
さ
ら
に
大
埔
・
豊
順
の
二
県
が
あ
る
が
、
後
来
の
客
家
集
団
の
居
住
県
に
属
す
る
た
め
、
バ
ン
コ
ク
の
場
合
と
は
相
違
し

て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
潮
折
か
ら
は
排
除
さ
れ
て
い
る
。

　
潮
州
ハ
邑
人
の
言
語
・
慣
習
・
経
済
生
活
を
通
じ
て
、
広
東
省
人
よ
り
も
福
建
人
に
近
い
こ
と
か
ら
し
て
福
琵
＝
｝
・
｛
ｏ
に
Ｓ
と
さ

え
呼
称
さ
れ
て
い
る
。

　
豊
順
・
大
邑
の
両
県
は
、
福
建
省
北
部
の
水
定
県
と
同
様
、
客
家
＝
H
Q
k
k
a
｡

o
r
K
h
e
s
の
居
住
県
で
あ
っ
て
、
三
県
合
し
て
、

　
「
豊
末
大
公
司
」
‥
＝
‥
哨
０
品
ぺ
ｕ
ロ
Ｔ
ｒ
－
ｃ
ｏ
・
を
ペ
ッ
ク
・
シ
ア
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
お
い
て
い
る
。
バ
ン
コ
ク
の
潮
州
折
は
、
豊

大
の
両
県
と
も
排
除
し
な
い
で
い
る
こ
と
と
は
相
違
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
バ
ン
コ
ク
の
潮
州
折
が
他
折
に
比
較
し
て
圧
倒
的
マ

ジ
ョ
リ
テ
ィ
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
に
帰
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
本
会
館
の
教
育
事
業
と
し
て
は
、
一
九
〇
六
年
「
端
薬
学
党
」
を
開
設
し
、
そ
の
後
学
生
数
の
増
加
と
教
育
制
度
の
近
代
化
に
と

も
な
い
、
一
九
二
一
年
に
は
政
府
に
登
記
し
、
一
九
五
一
年
に
は
中
学
部
を
増
設
し
、
義
安
公
司
に
附
設
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

会
館
の
総
理
と
教
育
委
員
会
の
管
理
下
に
お
か
れ
て
い
る
「
義
安
工
芸
学
院
」
が
あ
り
、
田
機
械
工
程
系
、
五
ヵ
年
　
②
電
子
工
程

系
、
五
ヵ
年
　
㈲
商
業
管
理
系
、
三
ヵ
年
　
㈲
公
司
秘
書
系
、
三
ヵ
年
　
の
四
コ
ー
ス
が
あ
り
、
金
文
泰
路
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
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一
九
六
三
年
に
は
政
府
の
公
立
と
な
っ
た
。

　
会
館
の
墓
地
と
し
て
は
「
泰
山
亭
」
が
あ
る
。
潮
精
は
福
建
偕
と
相
似
し
た
海
上
商
人
型
で
、
言
語
・
慣
習
も
相
他
し
て
い
る

「
福
悒
」
集
団
で
あ
る
が
、
「
同
行
是
寃
家
」
と
か
、
「
当
行
厭
当
行
」
の
俗
諺
通
り
、
同
業
同
志
相
対
立
し
、
「
荷
船
」
=
T
w
a
k
o
h

の
船
つ
き
場
の
権
利
に
つ
い
て
、
一
九
〇
六
年
一
一
月
一
三
日
か
ら
同
月
一
七
日
に
か
け
て
は
げ
し
い
闘
争
が
起
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
各
方
面
に
わ
た
っ
て
秩
序
の
混
乱
を
み
た
福
潮
の
械
闘
が
あ
っ
づ

　
さ
ら
に
、
同
会
館
に
つ
い
て
気
づ
か
れ
る
こ
と
は
、
「
新
嘉
坡
中
華
総
商
会
民
国
十
一
・
二
両
年
第
十
三
届
職
員
表
」
を
み
る
と

き
、
各
聊
総
荒
事
数
三
八
名
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
福
建
精
　
　
　
一
五
名
　
　
　
　
潮
州
県
　
　
　
一
一
名

　
　
四
邑
堺
　
　
　
　
五
名
　
　
　
　
三
邑
偕
　
　
　
　
二
名

　
　
客
家
精
　
　
　
　
三
名
　
　
　
　
海
南
精
　
　
　
　
二
名

　
　
合
　
計
　
　
　
三
八
名

　
右
の
う
ち
第
二
位
を
占
め
る
潮
州
聊
を
み
る
と
、
郷
里
の
汕
頭
市
に
海
陽
（
民
国
三
年
期
安
と
改
称
）
県
、
澄
海
県
・
饒
平
県
の
組

織
し
て
い
た
「
海
港
饒
会
館
」
、
筆
者
は
こ
の
三
県
が
韓
江
に
沿
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
「
韓
江
系
」
と
も
呼
ん
で
い
る
が
、
右
の

一
一
名
す
べ
て
が
「
韓
江
系
」
に
の
み
に
限
ら
れ
て
い
た
。

　
会
長
の
林
義
順
（
澄
海
県
、
通
美
行
樹
膠
、
土
産
、
屋
地
業
）
以
下
筆
頭
会
頭
の
藍
偉
烈
（
澄
海
県
、
銀
行
、
米
業
）
、
陳
友
礼
（
潮
安

県
、
布
疋
業
）
、
李
英
柱
（
澄
海
県
、
再
和
成
匯
兌
）
、
劉
世
棍
（
潮
安
県
、
元
発
機
機
器
米
商
）
等
す
べ
て
韓
江
系
、
も
し
く
は
バ
ン
コ
ク

の
大
地
系
に
属
す
る
も
の
の
み
で
総
商
会
の
勢
力
を
占
め
て
い
た
。
だ
が
、
一
九
七
三
｜
四
年
度
の
新
嘉
坡
中
華
総
商
会
の
筆
頭
名
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誉
会
長
は
連
瀛
州
＝
□
ａ
ゴ
品
ｃ
ｒ
w
　
（
潮
陽
県
、
華
連
銀
行
総
理
）
は
、
「
榕
江
系
」
で
あ
っ
て
、
バ
ン
コ
ク
で
最
近
勢
力
を
え
て

き
た
バ
ン
コ
ク
系
に
属
し
、
同
会
財
政
主
任
の
張
泗
川
＝
T
e
o

S
o
o
c
r
u
g
（
潮
陽
県
、
四
海
機
機
構
董
事
長
及
総
理
）
等
、
榕
江
系

が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
総
商
会
の
要
職
に
つ
き
同
精
の
内
容
は
大
地
系
（
韓
江
系
）
か
ら
バ
ン
コ
ク
系
（
榕
江
系
）
へ
と
勢
力
の
逆
転

を
み
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
榕
江
系
の
「
華
連
銀
行
」
＝
O
V
e
r
s
e
a
s

U
n
i
o
n

B
a
n
k

L
t
d
・
（
法
定
資
本
金
五
、
〇
〇
〇
万
Ｓ
ド
ル
、
払
込
金
額
、
二
、
五
〇
〇
万
Ｓ
ド
ル
）
の
発
展
を
み
る
一
方
、
韓
江
系
（
バ
ン
コ
ク
の
大
地
系
）

の
「
四
海
通
銀
行
」
＝
哨
ｏ
日
汐
ａ
ｃ
ｏ
日
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
s
　
B
a
n
k

L
t
d
・
が
、
一
昨
年
福
建
系
の
華
僑
銀
行
＝
○
v
e
r
s
e
a
-
c
h
i
n
e
s
e

o
a
n
k
i
n
g
C
o
r
p
o
r
a
t
i
o
nLt
d
.
（
資
本
金
一
億
Ｓ
ド
ル
、
払
込
金
額
六
、
〇
〇
〇
万
Ｓ
ド
ル
）
に
吸
収
合
併
さ
れ
終
っ
て
い
る
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
榕
江
系
の
著
連
銀
行
は
そ
の
下
部
機
構
と
し
て
次
の
通
り
の
諸
会
社
を
経
営
し
、
バ
ン
コ
ク
に
お
け
る

と
同
様
、
韓
江
系
を
圧
倒
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
登
録
国
名
　
銀
行
所
有
株
式
百
分
比

　
旧
著
連
銀
行
託
管
（
私
営
）
有
限
公
司
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
　
一
〇
〇
・
〇
〇
％

　
②
華
連
展
業
（
私
営
）
有
限
公
司
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
　
一
〇
〇
・
〇
〇
％

　
㈲
華
連
花
園
（
私
営
）
有
限
公
司
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
　
一
○
○
・
○
○
％

　
㈲
華
連
投
資
私
営
有
限
公
司
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
　
一
○
○
・
○
○
％

　
㈲
華
連
信
託
有
限
公
司
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
　
一
○
○
・
○
○
％

　
㈲
新
嘉
坡
星
竜
夜
総
会
遊
客
購
物
中
心
私
営
有
限
公
司
　
　
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
　
一
○
○
・
○
○
％

　
肺
華
連
農
業
私
営
有
限
公
司
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
レ
イ
シ
ア
　
　
一
〇
〇
・
〇
〇
％
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㈲
華
連
置
業
私
営
有
限
公
司
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
レ
イ
シ
ア
　
　
一
〇
〇
・
〇
〇
％

　
㈲
華
連
投
資
私
営
有
限
公
司
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
レ
イ
シ
ア
　
　
一
〇
〇
・
〇
〇
％

　
�
華
連
信
託
私
営
有
限
公
司
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
レ
イ
シ
ア
　
　
一
〇
〇
・
〇
〇
％

　
�
華
連
信
託
（
馬
来
西
亜
）
有
限
公
司
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
レ
イ
シ
ア
　
　
一
〇
〇
・
〇
〇
％

　
㈹
華
連
銀
行
託
管
（
英
国
）
有
限
公
司
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ギ
リ
ス
　
　
　
一
〇
〇
・
〇
〇
％

オ
ー
チ
ャ
ー
ド
・
ロ
ー
ド
の
マ
ン
ダ
リ
ン
・
ホ
テ
ル
も
同
行
の
経
営
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
近
代
的
発
展
を
み
せ
な
が
ら
も
、
潮
祭

は
依
然
と
し
て
旧
態
然
た
る
「
粤
海
清
廟
」
を
チ
ャ
ー
チ
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
温
存
し
て
い
る
新
旧
混
交
の
体
制
を
保
持
し
て
い
る
こ

と
を
等
閑
視
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
潮
祭
に
は
、
各
祭
と
同
様
会
館
の
ほ
か
に
、
日
常
集
会
談
合
す
る
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
「
酔
花
林
倶
楽
部
」
（
道
光
二
十
九
年
＝
一
八
四

九
年
創
立
）
が
ケ
ン
・
リ
ー
・
ロ
ー
ド
に
あ
っ
て
、
集
団
の
与
論
を
明
ら
か
に
し
、
来
往
の
賓
客
た
と
え
ば
故
ウ
ィ
ン
ザ
ー
伯
の
訪

問
接
待
の
た
め
等
の
当
座
的
事
項
の
た
め
に
有
力
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
福
帑
の
「
怡
和
軒
倶
楽
部
」
（
ブ
キ
・
パ
サ
・
ロ
ー
ド
）
の
ご

と
き
は
、
陳
嘉
庚
の
抗
日
救
国
運
動
の
本
部
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
平
常
は
倶
楽
部
は
当
該
集
団
の
日
常
の
集
合
場
所
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
有
事
に
は
政
治
的
に
大
き
な
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
は
見
逃
が
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
㈲
「
客
家
柄
」
＝
本
祭
は
他
の
各
祭
と
比
較
し
て
華
南
に
南
遷
し
て
き
た
と
き
は
、
土
着
人
側
か
ら
「
外
客
」
、
も
し
く
は
「
客

家
」
と
よ
ば
れ
、
福
広
両
者
の
山
岳
地
帯
に
散
在
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
に
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
「
豊
永
大
（
潮
州
豊
順
県
、
大
埔

県
、
福
建
省
の
永
定
県
）
公
司
＝
F
o
n
g

Y
u
n
T
r
。
c
o
・
嘉
応
州
五
県
は
「
応
和
会
館
」
＝
Y
i
n

F
o
h
F
u
i
　
Q
u
a
n
恵
州
客
家
は

　
「
恵
州
会
館
」
＝
哨
巴
c
r
W
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
も
し
く
は
、
広
州
府
・
肇
慶
府
と
合
同
し
て
、
「
広
恵
肇
公
司
」
＝
｝
｛
ｗ
ｏ
ｎ
ｇ
　
W
ａ
ｉ
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S
i
u
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
を
組
織
し
て
い
る
。

　
　
「
豊
永
大
公
司
」
は
豊
順
・
水
定
・
大
埔
の
三
県
の
墓
地
を
管
理
す
る
機
構
で
あ
っ
て
、
水
定
県
の
あ
る
汀
州
と
豊
順
・
大
埔
両

県
の
あ
る
潮
州
に
相
隣
接
す
る
こ
と
か
ら
し
て
、
言
語
・
習
俗
を
同
じ
く
し
、
墓
地
は
ホ
土
フ
ン
ド
・
ロ
ー
ド
に
共
同
し
て
「
毓
山

亭
」
を
設
け
、
そ
の
山
麓
に
光
緒
八
年
（
一
八
八
三
）
「
三
邑
祠
」
の
廟
を
建
立
し
て
い
（
聯

　
　
「
応
和
会
館
」
は
嘉
応
州
五
属
（
梅
県
・
蕉
嶺
・
五
華
・
興
寧
・
平
遠
の
五
県
）
の
公
共
施
設
で
あ
っ
て
、
道
光
三
年
（
一
八
二
二
年
）

に
テ
ロ
ア
イ
エ
ル
街
に
創
建
さ
れ
た
の
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
最
初
の
会
館
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
会
館
に
は
「
応
訴
学
校
」
が
あ
り
、
雙
竜
山
に
は
、
義
塚
・
義
祠
の
ほ
か
「
風
雨
亭
」
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
恵
州
客
家
」
は
前
述
の
ご
と
く
何
故
か
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
広
州
府
・
肇
慶
府
の
客
家
で
な
い
「
本
地
」
=

P
u
n
tI
S
と

共
同
し
て
、
「
広
恵
肇
公
会
」
を
組
織
し
て
い
る
。
だ
が
、
テ
ロ
ア
イ
エ
ル
街
の
福
建
司
の
祠
廟
「
天
福
宮
」
の
東
の
側
に
は
同
治

八
年
（
一
八
六
九
）
建
立
の
「
福
徳
祠
」
が
あ
り
、
嘉
応
州
五
属
と
大
豊
永
の
ハ
属
と
福
建
人
章
芳
雄
に
よ
り
共
同
建
設
さ
れ
た
「
大

佑
公
」
が
あ
る
。
他
面
、
福
建
祠
の
同
治
九
年
建
立
の
碑
に
は
、
広
州
・
恵
州
・
肇
慶
の
三
府
の
共
同
に
よ
り
同
祠
前
面
の
諸
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

の
完
備
さ
れ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
広
東
司
は
墓
地
に
つ
い
て
も
共
同
に
「
碧
山
亭
」
を
湯
申
徐
に
設
け
、
嘉
応
州
五
属
は

双
竜
山
墳
場
、
豊
永
大
は
ホ
土
フ
ン
ド
・
ロ
ー
ド
に
墳
場
を
設
け
、
時
に
は
共
同
し
、
時
に
は
分
離
し
、
そ
の
間
の
経
緯
は
明
ら
か

に
し
え
な
い
。
恵
州
は
そ
の
言
語
・
習
俗
が
嘉
豊
大
水
よ
り
も
、
広
肇
系
に
近
い
も
の
が
あ
る
も
の
と
も
推
測
さ
れ
う
る
。

　
客
家
司
の
随
一
の
財
閥
は
、
福
建
省
永
定
県
出
身
の
「
胡
文
虎
」
＝
A
w

B
o
o
n
H
a
w
　
　
　
（
1
8
9
4
-
1
9
5
4
）
と
「
文
豹
」
‥
＝
‥
吻
ｏ
ｏ
μ

P
i
a
s
（
ｄ
Ｆ
ｄ
芯
太
）
兄
弟
は
香
港
・
東
南
ア
ジ
ア
の
ラ
ン
グ
ー
ン
の
永
安
堂
茉
行
か
ら
、
各
諸
国
で
虎
豹
兄
弟
有
限
公
司
・
星
州
日

報
・
香
港
星
島
日
報
等
の
新
聞
・
教
育
・
公
益
・
慈
善
事
業
等
、
社
会
的
に
も
大
き
な
役
割
を
果
し
て
き
た
。
福
建
司
の
陳
兄
弟
と
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は
相
違
し
て
保
守
的
な
国
府
系
の
右
派
で
あ
っ
た
。

　
虎
文
豹
の
長
子
に
は
「
胡
清
才
」
=
ｙ
Ｗ
Ｃ
ｒ
品
Ｃ
尽
Ｑ
（
d
i
e
d

1
9
7
1
）
文
虎
の
長
子
に
は
「
胡
蚊
」
=
A
w

K
o
w
が
お
り
、
い

づ
れ
も
父
業
の
虎
豹
兄
弟
有
限
公
司
・
虎
豹
永
安
党
製
薬
廠
・
星
系
報
業
有
限
公
司
・
崇
僑
銀
行
有
限
公
司
を
経
営
し
て
い
た
が
、

一
九
七
一
年
福
建
系
の
黄
祖
耀
＝
S
a
c
r
w
ぺ
Ｑ
Ｉ
（
福
建
、
金
門
、
大
華
銀
行
荒
事
兼
総
理
・
実
得
力
輸
船
有
限
公
司
董
事
、
大
衆
鋼

鉄
廠
有
限
公
司
荒
事
）
が
イ
ギ
リ
ス
系
の
商
業
銀
行
ウ
オ
カ
ー
・
ス
レ
ー
タ
ー
を
通
じ
て
き
わ
め
て
短
期
間
の
う
ち
に
テ
ー
ク
・
オ
ー

バ
ー
し
、
さ
ら
に
四
邑
系
の
「
李
華
銀
行
」
を
も
テ
ー
ク
オ
バ
ー
し
、
金
融
界
に
お
け
る
福
建
偕
の
地
位
は
上
昇
を
み
て
い
っ
た
。

　
客
家
偕
は
経
済
面
で
下
位
労
働
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
他
面
子
弟
の
教
育
に
熱
心
で
あ
っ
て
、
イ
ン
テ
リ
・
自
由
職
業
者
・

教
師
等
の
輩
出
を
み
、
政
治
面
で
は
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。

　
マ
共
総
書
記
の
陳
平
が
客
家
で
あ
る
以
外
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
一
九
六
〇
年
以
降
人
民
行
動
党
（
右
派
労
働
党
）
内
閣
の
首
相
と
し

て
終
始
し
て
い
る
「
李
光
耀
」
＝
L
e
e

K
u
a
n

Y
e
W
は
潮
州
府
大
埔
県
出
身
の
客
家
で
あ
り
、
大
埔
客
家
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
質

屋
業
・
金
銀
細
工
商
と
し
て
独
占
的
に
近
い
地
位
を
占
め
て
い
る
。
李
首
相
の
生
家
も
ハ
イ
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
時
計
・
宝
石
商
で
あ

っ
て
、
父
は
子
弟
の
教
育
に
は
熱
心
で
、
現
地
の
ラ
ッ
ラ
ル
ズ
大
学
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ヂ
大
学
で
法
学
を
学
び
、
帰

国
後
弁
護
士
と
な
っ
た
。
彼
の
妻
の
”
K
w
a
G
e
o
k
C
h
e
u
”
も
ま
た
彼
と
同
様
の
過
程
を
へ
て
弁
護
士
の
資
格
を
え
、
一
九
五
〇

年
九
月
李
光
耀
に
嫁
］
於
。
学
生
時
代
か
ら
労
働
組
合
運
動
に
関
係
し
、
組
合
の
法
律
顧
問
と
な
り
、
一
九
五
四
年
に
は
、
反
植
民

地
主
義
で
は
あ
る
が
、
非
共
＝
n
o
n
-
c
o
m
目
g
r
t
の
民
主
社
会
主
義
の
立
場
を
と
る
「
人
民
行
動
党
」
＝
P
e
o
p
l
e
'
s

A
c
t
i
o
n
P
a
r
t
y

を
組
織
し
て
、
直
ち
に
党
秘
書
長
と
な
り
、
一
九
五
九
年
五
月
の
大
選
に
は
圧
倒
的
勝
利
を
え
た
。
同
年
六
月
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
自
治

政
府
の
成
立
と
と
も
に
、
首
相
の
地
位
に
つ
い
た
。
一
九
六
三
年
九
月
十
六
日
に
マ
レ
イ
シ
ア
連
邦
の
成
立
後
も
首
相
の
地
位
を
つ
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づ
け
た
。

　
一
九
六
五
年
八
月
九
日
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
マ
レ
イ
シ
ア
か
ら
離
脱
し
て
自
主
独
立
の
共
和
国
と
な
っ
て
か
ら
も
、
福
建
司
と
結
び

つ
い
て
い
た
左
派
の
社
会
主
義
戦
線
に
大
敗
を
契
せ
し
め
、
今
日
ま
で
人
民
行
動
党
内
閣
首
相
と
し
て
終
始
し
て
い
る
。
毛
沢
東
路

線
の
ゲ
リ
ラ
抗
争
を
踏
襲
す
る
左
派
政
党
と
福
建
司
の
左
翼
系
領
袖
を
お
さ
え
て
、
そ
の
後
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
東
南
ア
ジ
ア
に
お

け
る
最
高
の
経
済
成
長
と
社
会
の
平
和
を
、
そ
の
党
名
の
ご
と
く
行
動
的
に
実
現
せ
し
め
て
き
た
政
治
的
手
腕
は
、
か
つ
て
の
孫
文

に
匹
適
し
て
客
家
の
一
特
性
と
し
て
評
価
さ
れ
え
よ
う
。
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
‥
目
白
｝
s
W
O
r
t
h
H
u
n
t
m
g
t
o
n
の
著
書
の
う
ち
に
も
「
客

家
は
漢
民
族
の
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
」
と
し
る
し
て
い
る
こ
と
も
肯
定
さ
れ
う
る
。

　
㈲
「
広
肇
精
」
＝
広
州
府
と
肇
慶
府
は
珠
江
と
西
江
の
流
れ
る
両
府
の
集
団
で
あ
っ
て
、
客
家
よ
り
も
先
着
民
で
あ
る
点
で
、

　
「
本
地
」
＝
り
自
ｔ
｛
ｓ
と
呼
称
さ
れ
、
本
国
で
は
広
東
省
西
江
流
域
の
稲
作
地
帯
を
め
ぐ
っ
て
、
本
地
と
客
家
の
対
立
を
み
て
、
一

八
五
四
―
一
八
六
七
年
に
わ
た
っ
て
い
わ
ゆ
る
「
西
路
事
件
」
の
械
闘
が
あ
り
、
同
時
期
マ
レ
イ
シ
ア
の
ペ
ラ
州
の
錫
鉱
区
を
め

ぐ
る
一
八
六
二
－
七
四
年
に
お
よ
ぶ
広
司
系
の
義
興
公
司
と
、
客
福
系
の
海
山
公
司
と
の
は
げ
し
い
械
闘
が
展
開
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス

軍
隊
の
内
政
干
渉
と
な
り
、
駐
在
官
制
度
が
布
か
れ
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
海
上
商
人
型
の
福
建
司
と
潮
州
司
と
が
発
生
史
的

テ
ロ
ア
イ
エ
ル
、
福
建
街
・
潮
州
街
等
海
岸
か
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
河
に
沿
っ
て
集
中
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
手
職
的
・
労
働
者
的

職
人
層
の
多
い
広
肇
司
は
、
南
天
酒
楼
の
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
中
央
地
帯
に
そ
の
勢
力
範
囲
を
展
開
し
て
い
る
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
も
各
司
の
対
立
、
秘
密
結
社
の
存
在
は
き
わ
た
っ
て
い
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
直
轄
植
民
地
で
あ
っ
た
だ
け
に

奥
地
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
長
年
に
わ
た
る
械
闘
と
し
て
目
立
っ
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
す
で
に
、
マ
ラ
ヤ
で
は
秘
密
結
社
的
械
闘
は

一
八
六
九
年
に
お
よ
ん
で
、
「
危
険
社
団
禁
止
条
例
」
=
　
O
r
d
i
n
a
n
c
e
　
f
o
r
t
r
e
∽
u
p
p
r
e
s
s
i
o
n

o
f

D
a
n
g
e
r
o
u
s

S
o
c
i
e
t
i
e
s
　
　
　
”
４
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公
布
仁
摩
後
に
は
危
険
社
団
の
み
な
ら
ず
、
一
般
の
社
団
全
体
の
登
録
を
必
要
と
す
る
「
社
団
条
例
」
＝
S
o
c
i
e
t
i
e
s

O
r
d
i
n
a
n
c
e

が
」
八
九
〇
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
点
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
天
地
会
・
三
合
会
・
義
典
・
義
福
等
の
諸
公
司
に
対
す

る
取
締
り
は
き
び
し
く
、
ア
メ
リ
カ
で
は
今
日
で
も
な
お
秘
密
結
社
組
織
を
採
用
す
る
兄
弟
的
仲
間
組
織
と
し
て
の
「
党
会
」
が
黙

認
さ
れ
、
結
社
の
自
由
性
が
高
度
に
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
う
ち
、
か
つ
て
ア
メ
リ
カ

の
植
民
地
で
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
今
日
の
華
僑
社
会
に
秘
密
結
社
と
し
て
の
「
致
公
堂
」
以
下
の
「
堂
会
」
の
残
存
し
て
い
る
の

は
、
か
つ
て
の
ア
メ
リ
カ
統
治
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
専
ら
広
肇
毎
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る

華
僑
社
会
で
あ
っ
て
、
と
く
に
兄
弟
的
仲
間
団
体
が
大
き
な
役
割
を
果
し
、
こ
の
傾
向
は
マ
ニ
ラ
・
ラ
ン
グ
ー
ン
等
の
各
地
に
つ
い

て
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
賭
博
・
飲
酒
・
歌
舞
等
の
反
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
業
の
盛
ん
な
反
面
、
堂
会
等
の
秘
密
結
社
が
多
く
み
ら

れ
、
広
毎
の
正
常
的
な
経
済
成
長
が
福
毎
に
比
較
し
て
後
退
を
み
て
い
る
主
要
因
と
も
理
解
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
「
新
嘉
坡
中

華
総
商
会
」
の
第
三
十
三
届
（
一
九
六
五
上
八
年
没
）
職
員
表
に
つ
い
て
み
る
と
、
全
董
事
総
数
五
一
名
の
う
ち
、
福
毎
二
二
名
に
対

し
、
広
肇
毎
は
僅
か
三
名
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
正
会
長
は
福
毎
、
副
会
長
は
潮
毎
と
三
江
毎
各
一
名
で
あ
り
、
各
誉
会
長

五
名
の
う
ち
、
三
名
は
福
留
、
二
名
は
潮
毎
で
、
広
毎
代
表
は
み
ら
れ
な
い
。
広
肇
毎
荒
事
三
名
の
出
身
地
は
、
南
海
・
番
禹
・
順

徳
の
広
州
市
を
と
り
ま
く
商
人
階
層
の
輩
出
地
帯
各
一
名
で
、
西
江
方
面
の
職
人
的
生
産
者
層
の
多
い
六
邑
（
鶴
山
・
台
山
・
新
会
・

開
平
・
恩
平
・
赤
溪
の
六
県
）
か
ら
の
代
表
は
一
名
も
選
出
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
広
毎
の
後
退
傾
向
は
、
各
地
に
共
通
し
て
み
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
商
人
支
配
の
も
と
に
、
職
人
社
会
の
色
彩
の
つ
よ
い
広
司
の
後
退
し
ゆ
く
傾
向
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
中
華
総
商
会
初
期
の
「
新
嘉
坡
中
華
総
商
務
総
会
抗
弁
章
程
」
の
第
五
章
「
選
立
会
員
」
の
条
に
は
。

　
　
一
、
会
員
は
局
中
人
員
の
通
称
で
あ
っ
て
、
正
総
理
一
員
、
副
総
理
一
員
、
協
理
十
員
、
議
員
四
十
員
、
合
計
五
十
二
員
、
各

－101－



　
　
　
精
商
務
の
繁
簡
に
よ
り
、
閑
粤
の
名
額
を
分
ち
定
め
、
別
に
明
ら
か
に
す
る
。

　
　
二
、
福
建
名
額
、
総
理
一
員
・
協
理
四
員
・
議
員
十
六
員
と
す
る
。

　
　
三
、
広
東
名
額
、
総
理
一
員
・
協
理
六
員
・
議
員
二
十
四
員
と
す
る
。

　
　
四
、
各
精
の
会
員
は
、
各
精
自
ら
推
挙
を
行
い
、
公
平
に
な
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
た
だ
、
閔
粤
は
す
で
に
各
総
理
一
員
を
挙

　
　
　
げ
、
よ
ろ
し
く
正
副
に
分
っ
て
、
権
限
は
一
人
に
つ
か
さ
ど
ら
し
め
る
。
開
弁
の
初
年
に
抽
籤
で
き
め
、
福
建
が
正
な
れ

　
　
　
ば
、
広
東
は
副
と
し
、
広
東
が
正
な
れ
ば
、
福
建
を
副
と
し
、
毎
年
交
代
と
す
る
。

　
右
の
条
文
で
は
、
精
到
は
福
広
両
精
の
み
で
、
広
東
精
は
計
四
〇
名
の
う
ち
二
四
名
を
占
め
、
福
精
を
上
ま
わ
っ
て
い
た
が
、
一

九
六
五
―
六
年
度
の
新
嘉
坡
総
商
会
第
三
十
三
届
職
員
表
で
は
、
董
事
数
計
五
一
名
の
う
ち
、
福
建
精
二
二
名
の
ほ
か
、
広
東
省

の
潮
州
鰯
二
五
名
、
広
肇
精
三
名
、
客
家
精
六
名
、
海
南
部
二
名
の
ほ
か
、
三
江
精
四
名
と
な
り
、
広
東
精
の
中
心
の
広
肇
精
も
南

番
順
三
県
の
三
名
の
み
と
な
っ
て
、
福
建
精
の
優
位
性
上
曻
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
㈲
海
南
（
球
）
帑
＝
本
祭
の
中
華
総
商
会
へ
の
選
出
董
事
は
僅
か
一
名
で
各
精
中
も
っ
と
も
低
位
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

る
。
海
南
島
が
四
面
海
に
か
こ
ま
れ
、
熱
帯
圈
に
近
接
す
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
水
産
品
・
農
産
品
・
鉱
石
等
の
一
次
産
品
に
も
恵

ま
れ
、
自
足
性
の
高
い
こ
と
か
ら
し
て
も
、
海
外
へ
の
進
出
は
淳
風
良
俗
に
反
す
る
も
の
と
し
て
、
一
九
二
〇
年
ま
で
は
婦
女
子
の

海
外
進
出
の
禁
令
が
布
か
れ
、
せ
い
ぜ
い
男
子
の
季
節
的
、
な
い
し
は
一
時
的
移
民
を
み
る
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る

も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
そ
の
団
体
と
し
て
の
「
但
州
会
館
」
が
創
設
さ
れ
た
の
は
一
八
五
七
年
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
一
八
八
○
年
に
お
よ
ん
で
、

海
岸
沿
い
の
ビ
ー
チ
・
ロ
ー
ド
に
但
州
会
館
が
建
設
さ
れ
、
天
后
聖
母
を
祭
神
と
す
る
こ
と
か
ら
「
天
后
宮
Ｌ
と
も
称
せ
ら
れ
た
。
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戦
前
は
廟
宇
は
傾
き
そ
の
存
在
も
み
ら
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
一
九
六
二
年
に
は
、
高
層
な
七
階
建
て
洋
式
の
高
層
ビ
ル

　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

と
し
て
再
建
さ
れ
た
。
海
南
精
の
経
済
勢
力
の
向
上
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
傾
向
は
他
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
・
バ
ン
コ

ク
等
の
各
地
と
も
共
通
す
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。

　
海
南
島
は
コ
ー
ヒ
ー
の
産
地
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
無
資
力
な
移
民
で
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
喫
茶
店
・
汽
水
業
を
営

み
、
つ
い
で
製
氷
業
・
漁
業
に
も
従
事
す
る
も
の
が
で
た
。
島
民
生
活
で
ジ
ャ
ン
ク
を
操
っ
て
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
往
来
す
る
時
と
し

て
は
密
貿
易
に
も
従
事
す
る
「
海
南
船
長
」
＝
H
L
Q
m
C
a
p
t
a
i
n
と
も
呼
称
さ
れ
た
。
今
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

間
の
貿
易
統
計
の
公
表
さ
れ
な
い
原
因
は
明
確
に
し
え
な
い
が
、
正
常
に
通
関
す
る
貿
易
額
が
余
り
に
も
少
な
い
こ
と
か
ら
し
て
公

表
を
控
え
て
い
る
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。

　
同
会
館
も
ま
た
義
山
（
墓
地
）
、
楽
善
居
医
院
・
育
英
学
校
を
経
営
し
て
い
る
。
同
会
館
の
夜
学
校
は
一
九
二
〇
年
代
南
洋
共
産
党

の
発
生
の
地
で
あ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
バ
ン
コ
ク
の
「
泰
国
海
南
会
館
」
の
会
員
の
圧
倒
的
多
数
が
、
海
南
島
東
北
部
の
清
瀾
港
に
近
接
す
る
文
昌
県
出
身
者
で
凝
集
し

て
い
る
の
に
対
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
場
合
は
文
話
県
出
身
者
の
ほ
か
、
同
島
の
東
中
部
の
博
覧
港
の
河
口
に
近
い
楽
会
県
出
身
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

も
多
数
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
姓
氏
的
結
集
力
の
つ
よ
い
こ
と
も
見
逃
さ
れ
な
い
顕
著
な
傾
向
で
あ
る
。

　
如
上
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
僑
社
会
の
伝
統
主
義
的
な
精
派
に
つ
い
て
、
概
観
し
て
き
た
が
、
一
九
六
九
年
の
新
嘉
坡
中
華
総
会
董

事
会
に
お
い
て
、
財
政
主
任
の
康
振
福
（
福
建
省
龍
溪
県
人
、
四
海
原
有
限
公
司
董
事
経
理
）
に
よ
っ
て
、
精
到
制
度
存
続
に
対
す
る
有

力
な
反
対
意
見
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
場
合
の
会
議
で
は
一
応
無
視
さ
れ
た
が
、
華
僑
社
会
に
関
連
す
る
大
き
な
問
題
点
を
提
供
し
て

い
る
。
右
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
論
及
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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末
尾
な
が
ら
、
故
山
崎
三
郎
先
生
の
ご
冥
福
の
ほ
ど
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。
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